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(理学療法学科)
竹村 俊一
(ボバース記念病院)
【目的】本研究の目的は,健常人と疫直型脳性
麻痔児に同一課題を反復して行わせ,この時の
姿勢運動学習の特性を運動学的視点から明確化
することである｡
【対象と方法】健常者の対象は神経学的に異常
を有きない健常成人11名 (平均年齢23.6±2.6
歳)とし,脳性麻痔は2症例を対象とした｡被
験者に右手で前方へリーチを行わせ,最大リー
チ位置で10秒間保持させた時の重心動揺と姿勢
変化を計測した｡その後最大リーチ位置に目標
物を設定し,同じ位置までリーチ動作を10回反
復させ,反復による変化を比較した｡重心動揺
はアニマ社製重心動揺計G5500を用い,リー
チに伴う重心動揺中心位置の移動量を計測し,
姿勢変化はビデオカメラ二台にて各施行を撮影
し, トリウム社製三次元空間座標算出ソフト
MPIOOOを用い,DirectLinerTransformation
法により三次元座標を算出した｡身体マーカー
を手,肩,股,膝,足関節及び前足部にそれぞ
れ貼付した｡統計処理は反復測定分散分析と多
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